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い
合
わ
せ

ル以内
J
7
M打
ト
刀
法
的
状
終
や
マ
幻
引
の
刈
年
内
貸
し
出
し
、
お
よ
び
機
材
‘
教
村
内
申
縞
織
的
関
脱
出
は
‘
竺
か
日
リ
前
か
ら
@
八
ミ
リ
刷
期
総
臨
時
+
一
h
H

殺前向謡、い
H
会
は
礼
会
叙
行
総
戸
市
民
八
百

花
を
川
凶
ゐ
二
と
が
で
き
、

f
ど
も
A
4

ぶ
や
い
拡
充
占
管
内
問
り
、

i
i八
一
司
リ
映
な
淡
い
掃
作
州
民
泌
す
る
γ

二

日

一

間

ま

で

で

す

@

ス

ラ

f
!日明
K
d
後

隊

内

)

宮

八

長

品川
m
サ
ー
ク
ル
治
品
刊
の
総
務
に
大
き
な
識
的
舎
な
ど
を
行
い
脳
内
村
や
教
い
刊
の

役
訴
を
用
車
し
ま
す
ο

科
用
促
進
一
金
約
っ
て
行
く
方
針
で
す
d

実春
めざして
の

第540号55-5・16
我孫子前役所務長公主主食糧譲
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水道部が移転します
5月22悶から氷翠用管理センタ…へ

要予万ミリ…
di!(会会主お;dl広 告五，ミ 市民会高IiY，洲漆 荘}4押
@臨時 日)J24H (:Li午後 15寺部分と午後3時 3 アガサ ク'1スティめiV冷 E

31可..問時 6}j 7日、幻午後2時

@入機料おとなーニども300PJ .入金華料おとな5ぬ f'l
( この執事買を見て宅あなたは初拍車産くでLょう α 犯人1;1:.. 柴容の中仁いるグあなたは君主だと
でもそれ{求、私たちが蕊れカけていた最も大明者 I惨いますか? ー

も自をみつけた惑動なのです ; 滅的史人を来せて 倹界で主主将に索本な列寄与、

二とばというものカ Jレゆき中る感動を1aラ寸内 才 'Jふノトハリにが'1ゥてイスタ/ブールを
に以界があるどいうことをJ括X!!に思い知らされて!受三車Lたメア
しまふもは O'，p装材よりは協刊ニそこL的峨llllj!ニふ @出演寺署 イシタリ J ド・パ…グ?;..、ジャク 'J

FわLぃ。 …ヌ・どそさノト ン万 〆・こ I)-i主総オ ル

"あなたの-L'ではる叫 久タ キ常久トカー名議伐を来しませごくれる、

をふ f喰グ〉フア 2リ 之、絡を〈からやさしさへとr;j~ 残人特#発公幌 市民会隊、 '1'丸公民館、子tU~
|耐の災れを大主〈変えfニ持'1111です。，杭J丙tし、 i北仁ι口2ひらカ品削削J，引"九3
ミ浅笑お?苅針いf合》汁dわヲ吋吃せを i寧役R詑d行'{1.吾~l-以{妥会会?校士会教f符tね話探怒悶限 1お口市1むiJ民え妥会?喜総話;内ス勾J 品必己 1山J山tγい ιび、ろ均が，η} 勾

制
判
中
枚
、
本
道
郎
的
事
務
的
は
、
湖
北

台
市
本
場
内
い
い
あ
り
ま
す
か
、
示
問
月
一
…

十
二
日
〈
本
〉
か
ら
水
凝
絞
殺
陣
セ
ン

タ
ー
へ
特
転
し
、
波
紋
合
一
関
一
喝
す
る
ζ

と
に
な
け
ま
し
炉
、
主
チ
留
地
九
州
本
場
か
完
成
し
、

持
統
絞
め
漏
水
や
工
事
、
ま
た
は
本
十
八
ほ
か
ら
逃
水
を
行
い
ま
十
。

淡
い
関
す
る
ニ
災
阿
川
な
ど
は
、
止
め
と
ニ
内
通
点
に
ど
も
む
い
、

A
f
ま
で
的

こ
ろ
へ
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
永
の
流
れ
か
変
わ
り
ま
す
の
で
、
に
ご

リ
ホ
な
と
が
貼
品
化
ぃ
十
る
と
忠
わ
れ
ま
す

こ
の
た
め
本
議
部
で
は
、
ぃ
ημ
月
一
一
十
八

討
の
深
夜
か
ら
円
十
絡
に
か
け
て
、
一
刀
公

的
処
理
を
行
い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
ヮ

て
は
、
総
抑
制
に
多
告
の
に
ど
り
本
な
と

か
戦
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
、
容
は
あ

り
ま
せ
ん
め
で
m

}

了
点
く
だ
さ
い
“

(本山感的附}

15 
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一穀会計決算見込の状現

(2) 

間
唱
和
班
十
悶
年
度
(
五
十
部
牢
沼
月
か
ら
五
十
五
車
一
一
一
尭
)
の
決
算
検
見
込
み
状
混
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
阻

裕
和
五
十
歯
年
療
は
、
新
木
小
学
校
級
察
、
仮
称
並
木
小
学
校
緑
地
翼
組
、
市
開
脱
会
館
建
設
な
ど
の
教
問
問
鈎
係
事
轍
を
は
じ
め
、
出
陣
欝
嵐
官
綴
机
慨
匂
ン
タ
;
弛
臨

設
、
滋
時
開
働
鷲
翁
、
排
水
制
崎
断
盤
雌
閥
、
公
園
間
勘
需
品
珊
な
ど
の
多
〈
の
事
畿
各
行
い
ま
し
た
窃

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
閉
唱
和
五
十
世
…
寧
度
と
向
じ
数
帯
同
蹴
買
で
約
盟
十
六
億
穴
千
万

mh
議
申
山
総
数
件
一
比
十
玄
%
安
占
め
て
お
り
ま
す
.
次
い
で
民
生
費
、
金
本
続

出
絞
で
す
。
底
入
H
M

‘
市
税
が
弘
γ

ツ
ヅ
で
約
五
十
億
五
千
万
町
円
、
銭
入
総
括
閉
め
一
一
…
十
穴
%
を
占
め
て
お
り
次
に
市
策
、
地
方
交
付
統
的
照
で
す
。

な
お
、
今
間
出
品
W

数
字
H
M
鍋
凡
込
緩
で
す
。
ニ
れ
は
五
月
五
十
一
円
闘
が
綴
鱗
棚
閉
鎖
B
的
た
め
で
す
ョ

園
開
陳
臨
喝
医
且
圃
』
噌

h
m
B
F
醐

醐

圏

司

E
掴
穏

4

2

E

h悶
B
F
崎
潤
静
堂

mγ

』
闇
盟
国
轟
量

Zsfh可闇
醐

幽

間

同

醐

晶

ZRlhu唱
町
内
」

醐
』

脂
薗
箇
圃
盟
量
畢

33.5 m 

市
消
枕
問
答
に
あ
る
胡
端
機

歴二E

出品目日

F有

税
川
削
〈
掛
博
m
門
}

数
制
間
後
山
削
(
綾
部
川
〉

直コ日

民

生

田
川
判
例

U

間
U
門
桝
門
川
い

闘
い
れ
側
目

閉
じ
門
間

消

防

費

u
R
れじ

議

会

費

け

自

費
特
主
義
純
一
山
口

時
間
ヱ
貨
は
一
口

組
紬
支
出
金
川
川
口

支
寸
U

絞
佼

業一説
一
収
量

一

水
…h
F
{
 

道水

炉資本的収支
(主主張・改良工事i絞3主}

特

@支出IOj慈600万

@収入{企業後など)
12憶に200万

83主復 (二E獲得毒係霊安}
21僚に400f.f

{議tj立円)

12自18，600万

11>00民{鷺燦然F実

宅官挙是々 収入
、事柄f
- ~ ~刊支出

島区若葉空襲ま聾

点二...:::::"，. 収入

出掛副支出 μ盟型亙
酔公共下水道室

駿入

14j輩2，500f.f

き簿、書，10日f.f

里l!市|市税の負姐i 財

酔えま患 481. 286m' 

S炉建物 160，853m' 

..~審会 5 j意396万円

幹事ま価証券 347万円

り
、
建
物
が
捕
慣
れ
‘
ん
東
枕
拭
が
火
向
し
中
市
嗣
l

h

p

内
的
病
践
に
入
世
間
し
ま
し
た
『
。
一

υM

7
L
P
(
プ
口
日
ン
)
ガ
ス
滋
臨
時
を
一
防
一

で
た
め
に
次
的
ニ
と
み
ザ
九
寸
け
ま
し
ょ
う
。
側

、
火
が
つ
い
た
ニ
と
を
、
必
ず
ロ

で
確
め
ま
し
ょ
尚
三

一
一
、
い
つ
も
奇
い
災
で
犯
い
ま
し
ょ

、ベ，

-一コ、換〆気丸門ぷい仲総山官し主しよ‘うつ、

問
、
お
や
す
み
部
や
、
お
出
か
け
時

に
段
、
必
ず
お
せ
ん
ら
品
問
的
ま
し
ょ
う
日

五
、
ゴ
ム
桝
闘
は
と
き
ど
き
点
検
L
M

M
T
め
は
と
り
か
え
ま

L
ょ
う
れ

六
、
が
ス
山
府
県
は
、

L
P
カ
ス
絞
め

合
絡
マ
!
ク
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
L

§?ヲ。
守
一
力
か
…
、
庁
え
漏
れ
が
ね
時
ニ
ゥ
た
ら

、
ま
示
、
認
せ
'
入
、
総
H
H
せ
ん
を
絞

め
る
。
二
、
援
門
的
《
は
全
部
消
し
、
ザ
ァ
チ

告
す
勺

t
り
‘
タ
パ
コ
な
と
を
吸
わ
な

…
ニ
、
と
V
ん
や
慾
を
十
分
に
問
附
け
て
ぬ

-
間
違
し
を
よ
く
し
て
ガ
ス
や
」
追
い
出
す
。

先
丹
、
州
市
内
向
共
同
仲
抗
議
で
ブ
口
バ

m

q

3

ン
セ
ン
ト
的
差
し
込
み
ゃ
ス
イ

ン
車
ス
め
ず
ス
機
れ
に
よ
る
大
爆
臨
時
が
ツ
チ
に
触
れ
な
い
Q

換
気
回
同
は
ぬ
り
刊
に

発

生

し

ま

し

た

。

ま

わ

さ

主

い

。

室
内
で
脚
部
銭
的
人
が
タ
パ
3

に
大
を
五
、
総
係
筋
に
一
章
一
部
品
連
絡
し
、
点
検
を

つ
け
た
と
こ
ろ
、
耐
火
然
、
爆
発
が
料
開
こ
受
け
る
ま
で
は
、
カ
え
を
佼
わ
な
い
。

つ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

i
ル

奇

開

放

っ
く
し
野
池
尻
玉
県
怒
ス
ト
ア
2

一
一
港
発
淡
時
に
料
金
を
納
入
ず
る
こ
左
に
ょ

に
あ
る
フ
ミ
ヨ
ニ

T
ィ
ホ
!
ル
は
、
絞
り
、
波
法
的
予
約
会
付
と
し
ま
す
。

務
人
員
二
百
名
、
獄
事
六
寸
坪
的
多
h

M

V

問
い
合
わ
せ

的
点

i
ん
で
す
が
、
ニ
的
た
び
、
市
民
強
八
飽
八
一

に
間
開
放
さ
れ
る
‘
一
と
に
な
り
ま

L
た
@

ホ
ー
ル
舟
運
営
は
‘
市
か
ら
委
絞
さ

れ
た
子
ミ
ュ
エ
テ
ィ
ホ

iHW棉
闘
巡
遂
営

受
話
会
〈
つ
〈
し
齢
別
…
地
区
内
役
制
民
総
休

め
代
表
者
で
同
構
成
)
が
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
百

サ
ー
ク
ル
総
動
、
自
治
会
活
動
、
子

供
a

敢
な
ど
、
皆
き
ん
の
ご
制
刊
湖
を
待
っ

て
い
ま
す
.

申
し
込
み
醐
胃
液

V
申
し
込
み
受
付
総
淡
町
部
副
円
工
品
自

V
発
鵬
偶
蹄
慌
潟
町
議
四
月
十
蕊
m
u
{
議
震

の
欠
席
は
申
L
込
み
無
効
)

wv
申
し
ぬ
み
方
議
官
則
投
説
明
つ
く
し
野

支
所
内
い
い
絞
け
た
受
付
務
に
、
剣
山
球
的

削
m
紙
に
記
入
的
、
?
一
丸
一
枚
か
ん
の
午
と

東
な
お
、
ホ
ー
ん
が
緑
吋
さ
れ
た
者
は
、

場
発
は
ち
ょ
っ
と
し
た

注
意
で
妨
げ
ま
す
。

諦
助
金
の
申
請
を
グ

自
治
舎
へ
交
付
し
ま
す

拘
系
金
に
対
し
て
去
一
一
一
つ
の
補
助
日
間
間
関
期
開
閉
出

会
的
交
付
申
淡
を
受
付
し
ま
す
。
V
対
象
付
に
隠
ヒ

間

矧

間

隔

即

刻

淵

閉

口

事

易

会

議

一

言

つ

主

主

V
対
晶
車
中
市
内
自
治
ム
皆
、
町
会
、
町
民
な
(
中
織
が
多
い
場
合
ろ
給
望
基
数
を
融
制

ど
の
後
終
段
泌
総
総
e

盤
し
ま
す
J

曹
写
機
助
金
的
時
間
一
山
位
療
に
つ
き
年
総

V
串
臓
に
必
繋
な
書
類

百
七
十
向
。

ω総
綾
子
出
品
依
霞
関

V
申
臨
時
に
品
鮪
慣
な
備
樹
祭

ω同
見
附
問
機
(
榊
也
気
ヱ
事
務
ぜ
作
成
)

川
山
田
明
和
五
十
五
都
問
問
符
一
日
現
在
的
加

V
申
時
間
曹
の
由
民
A

W

H

と
河
ヒ

人
投
機
名
簿
(
昨
年
度
交
付
さ
抗
た
自

V
申
附
態
受
付
機
関
お
よ
び
縫
出
先

治
会
は
壊
滅
路
線
の
み
で
け
っ
ヰ
?
で
昭
和
十
九
十
五
年
六
月
一
一
語
か
ら
六
月
一
一
一

す

)

。

十

呂

ま

で

に

土

木

総

資

的

担

保

へ

郵

滋

し

閉山田輸相刊

TA+蕊
年
度
内
予
総
数
お
よ
び
て
下
き
い
e

事

業

計

事

日

開

組

罷

閣

関

ω隊
地
随
一
部
刺
殺
凸
悶
治
会
の
み

)

V

対
象
ハ
刊
に
閉
じ

V
申
繍
織
的
交
付
表
向
月
末
ま
で
に
各

V
繍
粉
食
荷
額
一
線
に
つ
き
年
時
間
千

自
治
会
袋
あ
て
務
滋
し
ま
す
初
九
一
間
六
十
八
m
門
(
今
年
度
は
相
町
内
向
閥
的

V
申
柑
聞
書
受
付
制
間
関
及
び
獲
滋
先
脳
会
脇
陣
遵
灯
数
約
八
十
%
寸
ら
い
者
補
助

和
五
十
近
年
六
汚
二
男
か
ら
六
月
一
一
一
十
予
復
。
〉

日
ま
で
に
、
衛
隊
側
綴
室
へ
持
参
、
ま

V
申
醐
聞
に
必
圃
慣
な
準
時
期

た
は
綴
送
し
て
一
P
き
い
。

ω油
企
京
電
力
柑
め
口
一
月
分
街
路
W
H都
地
沢

東
な
お
、
削
明
山
和
五
十
四
年
療
に
総
助
金
利
鋭
戦
線
(
コ
ど

i
)

的
交
付
を
受
け
た
自
治
会
は
、
総
和
小
品

w
v
申
蹄
世
曹
の
交
付
付
と
問
問
ヒ

十
郎
年
度
内
決
算
欝
お
よ
び
事
業
撃
同

V
申
絡
獲
受
付
期
勝
お
よ
び
提
出
発

蓄
を
申
繍
脇
町
に
縫
山
山
し
て
下
幸
い
在
日
目
と
お
じ

(挙佼汚)
支出

の

"r結後税(I人あたり)
2万8，201Pl

..箆定資産税(I t量得あたり}

4 JJ6，070Pl 

起きた LPカ'ス爆発貌場
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間
唱
和
班
十
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年
度
(
五
十
部
牢
沼
月
か
ら
五
十
五
車
一
一
一
尭
)
の
決
算
検
見
込
み
状
混
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
阻

裕
和
五
十
歯
年
療
は
、
新
木
小
学
校
級
察
、
仮
称
並
木
小
学
校
緑
地
翼
組
、
市
開
脱
会
館
建
設
な
ど
の
教
問
問
鈎
係
事
轍
を
は
じ
め
、
出
陣
欝
嵐
官
綴
机
慨
匂
ン
タ
;
弛
臨

設
、
滋
時
開
働
鷲
翁
、
排
水
制
崎
断
盤
雌
閥
、
公
園
間
勘
需
品
珊
な
ど
の
多
〈
の
事
畿
各
行
い
ま
し
た
窃

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
閉
唱
和
五
十
世
…
寧
度
と
向
じ
数
帯
同
蹴
買
で
約
盟
十
六
億
穴
千
万

mh
議
申
山
総
数
件
一
比
十
玄
%
安
占
め
て
お
り
ま
す
.
次
い
で
民
生
費
、
金
本
続

出
絞
で
す
。
底
入
H
M

‘
市
税
が
弘
γ

ツ
ヅ
で
約
五
十
億
五
千
万
町
円
、
銭
入
総
括
閉
め
一
一
…
十
穴
%
を
占
め
て
お
り
次
に
市
策
、
地
方
交
付
統
的
照
で
す
。

な
お
、
今
間
出
品
W

数
字
H
M
鍋
凡
込
緩
で
す
。
ニ
れ
は
五
月
五
十
一
円
闘
が
綴
鱗
棚
閉
鎖
B
的
た
め
で
す
ョ

園
開
陳
臨
喝
医
且
圃
』
噌

h
m
B
F
醐

醐

圏

司

E
掴
穏

4

2

E

h悶
B
F
崎
潤
静
堂

mγ

』
闇
盟
国
轟
量

Zsfh可闇
醐

幽

間

同

醐

晶

ZRlhu唱
町
内
」

醐
』

脂
薗
箇
圃
盟
量
畢

33.5 m 

市
消
枕
問
答
に
あ
る
胡
端
機

歴二E

出品目日

F有

税
川
削
〈
掛
博
m
門
}

数
制
間
後
山
削
(
綾
部
川
〉

直コ日

民

生

田
川
判
例

U

間
U
門
桝
門
川
い

闘
い
れ
側
目

閉
じ
門
間

消

防

費

u
R
れじ

議

会

費

け

自

費
特
主
義
純
一
山
口

時
間
ヱ
貨
は
一
口

組
紬
支
出
金
川
川
口

支
寸
U

絞
佼

業一説
一
収
量

一

水
…h
F
{
 

道水

炉資本的収支
(主主張・改良工事i絞3主}

特

@支出IOj慈600万

@収入{企業後など)
12憶に200万

83主復 (二E獲得毒係霊安}
21僚に400f.f

{議tj立円)

12自18，600万

11>00民{鷺燦然F実

宅官挙是々 収入
、事柄f
- ~ ~刊支出

島区若葉空襲ま聾

点二...:::::"，. 収入

出掛副支出 μ盟型亙
酔公共下水道室

駿入

14j輩2，500f.f

き簿、書，10日f.f

里l!市|市税の負姐i 財

酔えま患 481. 286m' 

S炉建物 160，853m' 

..~審会 5 j意396万円

幹事ま価証券 347万円

り
、
建
物
が
捕
慣
れ
‘
ん
東
枕
拭
が
火
向
し
中
市
嗣
l

h

p

内
的
病
践
に
入
世
間
し
ま
し
た
『
。
一

υM

7
L
P
(
プ
口
日
ン
)
ガ
ス
滋
臨
時
を
一
防
一

で
た
め
に
次
的
ニ
と
み
ザ
九
寸
け
ま
し
ょ
う
。
側

、
火
が
つ
い
た
ニ
と
を
、
必
ず
ロ

で
確
め
ま
し
ょ
尚
三

一
一
、
い
つ
も
奇
い
災
で
犯
い
ま
し
ょ

、ベ，

-一コ、換〆気丸門ぷい仲総山官し主しよ‘うつ、

問
、
お
や
す
み
部
や
、
お
出
か
け
時

に
段
、
必
ず
お
せ
ん
ら
品
問
的
ま
し
ょ
う
日

五
、
ゴ
ム
桝
闘
は
と
き
ど
き
点
検
L
M

M
T
め
は
と
り
か
え
ま

L
ょ
う
れ

六
、
が
ス
山
府
県
は
、

L
P
カ
ス
絞
め

合
絡
マ
!
ク
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
L

§?ヲ。
守
一
力
か
…
、
庁
え
漏
れ
が
ね
時
ニ
ゥ
た
ら

、
ま
示
、
認
せ
'
入
、
総
H
H
せ
ん
を
絞

め
る
。
二
、
援
門
的
《
は
全
部
消
し
、
ザ
ァ
チ

告
す
勺

t
り
‘
タ
パ
コ
な
と
を
吸
わ
な

…
ニ
、
と
V
ん
や
慾
を
十
分
に
問
附
け
て
ぬ

-
間
違
し
を
よ
く
し
て
ガ
ス
や
」
追
い
出
す
。

先
丹
、
州
市
内
向
共
同
仲
抗
議
で
ブ
口
バ

m

q

3

ン
セ
ン
ト
的
差
し
込
み
ゃ
ス
イ

ン
車
ス
め
ず
ス
機
れ
に
よ
る
大
爆
臨
時
が
ツ
チ
に
触
れ
な
い
Q

換
気
回
同
は
ぬ
り
刊
に

発

生

し

ま

し

た

。

ま

わ

さ

主

い

。

室
内
で
脚
部
銭
的
人
が
タ
パ
3

に
大
を
五
、
総
係
筋
に
一
章
一
部
品
連
絡
し
、
点
検
を

つ
け
た
と
こ
ろ
、
耐
火
然
、
爆
発
が
料
開
こ
受
け
る
ま
で
は
、
カ
え
を
佼
わ
な
い
。

つ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

i
ル

奇

開

放

っ
く
し
野
池
尻
玉
県
怒
ス
ト
ア
2

一
一
港
発
淡
時
に
料
金
を
納
入
ず
る
こ
左
に
ょ

に
あ
る
フ
ミ
ヨ
ニ

T
ィ
ホ
!
ル
は
、
絞
り
、
波
法
的
予
約
会
付
と
し
ま
す
。

務
人
員
二
百
名
、
獄
事
六
寸
坪
的
多
h

M

V

問
い
合
わ
せ

的
点

i
ん
で
す
が
、
ニ
的
た
び
、
市
民
強
八
飽
八
一

に
間
開
放
さ
れ
る
‘
一
と
に
な
り
ま

L
た
@

ホ
ー
ル
舟
運
営
は
‘
市
か
ら
委
絞
さ

れ
た
子
ミ
ュ
エ
テ
ィ
ホ

iHW棉
闘
巡
遂
営

受
話
会
〈
つ
〈
し
齢
別
…
地
区
内
役
制
民
総
休

め
代
表
者
で
同
構
成
)
が
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
百

サ
ー
ク
ル
総
動
、
自
治
会
活
動
、
子

供
a

敢
な
ど
、
皆
き
ん
の
ご
制
刊
湖
を
待
っ

て
い
ま
す
.

申
し
込
み
醐
胃
液

V
申
し
込
み
受
付
総
淡
町
部
副
円
工
品
自

V
発
鵬
偶
蹄
慌
潟
町
議
四
月
十
蕊
m
u
{
議
震

の
欠
席
は
申
L
込
み
無
効
)

wv
申
し
ぬ
み
方
議
官
則
投
説
明
つ
く
し
野

支
所
内
い
い
絞
け
た
受
付
務
に
、
剣
山
球
的

削
m
紙
に
記
入
的
、
?
一
丸
一
枚
か
ん
の
午
と

東
な
お
、
ホ
ー
ん
が
緑
吋
さ
れ
た
者
は
、

場
発
は
ち
ょ
っ
と
し
た

注
意
で
妨
げ
ま
す
。

諦
助
金
の
申
請
を
グ

自
治
舎
へ
交
付
し
ま
す

拘
系
金
に
対
し
て
去
一
一
一
つ
の
補
助
日
間
間
関
期
開
閉
出

会
的
交
付
申
淡
を
受
付
し
ま
す
。
V
対
象
付
に
隠
ヒ

間

矧

間

隔

即

刻

淵

閉

口

事

易

会

議

一

言

つ

主

主

V
対
晶
車
中
市
内
自
治
ム
皆
、
町
会
、
町
民
な
(
中
織
が
多
い
場
合
ろ
給
望
基
数
を
融
制

ど
の
後
終
段
泌
総
総
e

盤
し
ま
す
J

曹
写
機
助
金
的
時
間
一
山
位
療
に
つ
き
年
総

V
串
臓
に
必
繋
な
書
類

百
七
十
向
。

ω総
綾
子
出
品
依
霞
関

V
申
臨
時
に
品
鮪
慣
な
備
樹
祭

ω同
見
附
問
機
(
榊
也
気
ヱ
事
務
ぜ
作
成
)

川
山
田
明
和
五
十
五
都
問
問
符
一
日
現
在
的
加

V
申
時
間
曹
の
由
民
A

W

H

と
河
ヒ

人
投
機
名
簿
(
昨
年
度
交
付
さ
抗
た
自

V
申
附
態
受
付
機
関
お
よ
び
縫
出
先

治
会
は
壊
滅
路
線
の
み
で
け
っ
ヰ
?
で
昭
和
十
九
十
五
年
六
月
一
一
語
か
ら
六
月
一
一
一

す

)

。

十

呂

ま

で

に

土

木

総

資

的

担

保

へ

郵

滋

し

閉山田輸相刊

TA+蕊
年
度
内
予
総
数
お
よ
び
て
下
き
い
e

事

業

計

事

日

開

組

罷

閣

関

ω隊
地
随
一
部
刺
殺
凸
悶
治
会
の
み

)

V

対
象
ハ
刊
に
閉
じ

V
申
繍
織
的
交
付
表
向
月
末
ま
で
に
各

V
繍
粉
食
荷
額
一
線
に
つ
き
年
時
間
千

自
治
会
袋
あ
て
務
滋
し
ま
す
初
九
一
間
六
十
八
m
門
(
今
年
度
は
相
町
内
向
閥
的

V
申
柑
聞
書
受
付
制
間
関
及
び
獲
滋
先
脳
会
脇
陣
遵
灯
数
約
八
十
%
寸
ら
い
者
補
助

和
五
十
近
年
六
汚
二
男
か
ら
六
月
一
一
一
十
予
復
。
〉

日
ま
で
に
、
衛
隊
側
綴
室
へ
持
参
、
ま

V
申
醐
聞
に
必
圃
慣
な
準
時
期

た
は
綴
送
し
て
一
P
き
い
。

ω油
企
京
電
力
柑
め
口
一
月
分
街
路
W
H都
地
沢

東
な
お
、
削
明
山
和
五
十
四
年
療
に
総
助
金
利
鋭
戦
線
(
コ
ど

i
)

的
交
付
を
受
け
た
自
治
会
は
、
総
和
小
品

w
v
申
蹄
世
曹
の
交
付
付
と
問
問
ヒ

十
郎
年
度
内
決
算
欝
お
よ
び
事
業
撃
同

V
申
絡
獲
受
付
期
勝
お
よ
び
提
出
発

蓄
を
申
繍
脇
町
に
縫
山
山
し
て
下
幸
い
在
日
目
と
お
じ

(挙佼汚)
支出

の

"r結後税(I人あたり)
2万8，201Pl

..箆定資産税(I t量得あたり}

4 JJ6，070Pl 

起きた LPカ'ス爆発貌場

車ヰ告書



も
思
t 
eり
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-奮

ι圃

@まだf車えるものもたくさんあサます。

省エネ時代は、

V
剛
問
い
合
わ
せ
っ
開
閉
七
一
一
六
七
)

三

五

五

襲

撃

一

一

一

歳

児

撃

僚

と

予

の

白

骨

肉

併

繊

同

開

学

校

生

活

や

友

だ

ち

と

の

側

関

寸

は

、

判

割

引

割

引

棒

縞

談

会

め

ん

と

つ

な

ぎ

、

去

の

こ

と
は
自
国
九
す
で
や
る
が
、
い
っ
た
ん
家
に

舗

膨

ノ

園

自

は

ー

i
!識
を

う

お

総

販

売

に

泌

す

る

付

録

れ

ば

、

拷

を

す

る

に

も

親

的

手

を

わ

副
欄
J
ι
U
4
2・
田

園

田

扇

子

一

一

フ

ブ

ん

;

ー

し

ず

ら

わ

し

、

と

に

か

く

自

分

勝

手

な

ゆ

〕

ハ綴輪開
γ

問

診

け

と

ば

か

号

す

る

し

こ

れ

が

、

俗

に

d

H
H
H
5
2
5

紡

闘

附

し

て

き

た

業

者

生

市

役

所

内

問

幾

弁

腿

H

と
い
わ
れ
る
子
供
の
タ
イ
ヅ
で

三
歳
問
問
権
鴻
鵠
岡

2だ
と
勤
途
い
し
て
浄
化
そ

&

7

9

三

歳

叫

ん

健

康

↓

茎

を

昨

部

隊

問

機

、

ア

誌

の

工

事

請

負

契

約

を

緩

ん

行

令

後

日

、

位

向

弁

獲

に

な

る

防

相

綴

は

い

ろ

い

ろ

あ

ン
ケ

1
ト

方

式

で

行

い

ま

す

。

一

一

年

以

内

に

下

水

滋

終

燃

が

待

機

と

な

取

る

よ

ラ

で

十

が

、

甘

や

か

さ

れ

て

育

つ

我

誠

子

泌

を

地

総

む

裁

ま

す

と

τ

東

V
対

象

潟

級

制

刊

ぷ

十

一

年

十

汚

一

白

る

ニ

と

が

わ

か

り

、

ま

た

、

薬

品

告

の

対

転

た

子

供

に

多

い

と

い

わ

れ

ま

す

a

ま
た
、
活

ι後
〈
伸
び
た
形
を
し
て
い
て
、
北

自

MM

か

ら

混

ナ

一

一

年

九

月

一

一

一

十

日

ま

で

に

金

銭

に

絞

殺

が

な

い

の

で

解

約

し

た

い

@

@

部

ぷ

み

の

子

供

k
遊
ぶ
機
会
が
ん
y
d
g
〈
司
は
泌
総
川
、
織
は
手
智
H

沼
と
本
に
開
閉
ま

ま
れ
た
子
ど
も

A
M
時
波
線
操

v

%

は
、
防
相
紙
面
相
に
乗
っ
て
い
た
人
で
す
0

0

お
側
汲
行
事
一
ニ
ケ
ロ
月
以
下
の
懲
役
、
そ
の
た
め
に
遊
び
方
や
集
回
附
生
滋
め
ん
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
a

wv
方
法
対
蒙
者
に
ア
ン
ケ

i
ト
を
滋
索
緩
和
骨
が
留
守
の
た
め
、
業
者
と
の
千
濃
淡
で
は
、
県
民
す
べ
て
の
滋
紙
…
一
一
万
m
門
以
下
町
窮
金

l
ル
が
十
分
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
供
今
回
闘
は
、
そ
の
一
つ
、
利
機
時
的
幾

り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
総
然
、
輪
開
縦
波
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
申
十
棋
の
点
検
祭
儀
、
正
し
い
交
滋
ん

1
ル

0
二
人
乗
り
易
一
方
附
門
以
下
約
削
桝
余
、
も
、
内
弁
庭
に
な
り
や
す
い
ど
い
わ
れ
を
数
者
し
て
み
ま
し
ょ

3
.

鈴

阪

の

必

要

の

あ

る

子

供

に

絞

め

て

選

出

者

か

ら

仲

介

森

一

綴

成

)

に

泌

総

が

め

実

銭

で

寝

転

車

に

よ

る

炎

泌

併

殺

を

科

料

て

い

ま

す

。

五

月

晴

れ

の

緩

い

は

、

ヒ

パ

リ

、

ォ

知

し

ま

す

か

か

る

的

で

然

れ

に

つ

い

ぜ

一

時

、

L
ば
防
ぐ
た
め
に
、
緒
的
月
十
ぷ
日
を
、
「
臨
む
信
号
務
総
尋
ぷ
ヶ
月
以
下
的
懲
役
、
問
問
削
聞
が
子
供
の
い
い
な
り
に
な
っ
て
オ
ヨ
ン
々
リ
、
そ
し
て
小
さ
い
セ
y
カ

H
V

品
開
滋
苧
波
浪
月
中
匂
か
ら
下
怒
ら
く
考
え
た
い
と
め
ニ
と
で
し
作
、
。
転
車
徒
争
的
縫
い
と
し
て
い
ま
す
。
…
一
一
万
閉
門
以
下
抑
制
則
合
い
る
と
、
い
つ
ま
で
止
っ
て
も
湾
、
宏
一
的
が
気
持
よ
く
鳴
き
、
岸
辺
で
は
‘
コ
サ

{
開
明
拘
判
明
品
十
勾
年
十
月
一
臼
か
ら
五
十
〈
治
議
v

あ
な
た
内
総
戦
車
は
、
き
ち
ん
と
登
心
一
時
本
楠
W
止
尋
一
一
…
今
月
以
下
町
懲
役
、
な
行
動
が
と
れ
ず
、
ま
す
ま
す
外
と
山
内
ぞ
‘
ア
サ
サ
ギ
、
ダ
イ
サ
ギ
な
ど
め
本

ム…年一…一月一一
γ
十
一
日
生
ま
れ
」
‘
七
月
数
開
削
減
究
員
に
は
、
氏
名
、
名
称
起
織
し
と
あ
り
ま
す
か
右
そ
し
て
い
つ
も
な
…
…
H
m
門
N
Hふ
?
の
隅
出
金
と
め
ギ
ヤ
ソ
ブ
が
大
き
く
な
ら
な
い
と
認
が
、
品
サ
を
つ
つ
い
て
い
ま
す
。

千
切
か
ら
八
月
上
匂
(
裕
和
五
十
二
専
よ
ぴ
描
同
誌
の
緩
鋭
的
明
一
部
が
義
務
づ
け
炎
滋
一
ル
|
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
。
。
駄
委
理
反
易
五
万
m
円
以
下
的
納
品
市
も
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
家
畿
で
は
、
約
分
巡
が
良
け
れ
ば
、
カ
サ
ノ
コ
ウ
め
滞
在
約

四
月
五
か
ら
九
丹
一
二
十
羽
ゑ
ま
れ
)
ら
れ
て
い
ま
す
ら
契
約
に
胤
附
し
て
川
町
寸
自
転
車
に
来
る
在
、
ど
う
も
綴
分
。
無
澄
火
易
一
一
芳
m
門
以
下
の
総
念
の
こ
と
は
、

8
家
、
す
る
と
い
、
っ
原
点
い
た
η
ヘ
齢
制
、
つ
号
、
的
療
を
見
つ
け
た

諜
昭
和
五
十
五
年
m
m
n
…
m
m
M
M
滅
的
転
そ
の
議
日
聞
が
卒
殺
に
お
療
か
ど
う
か
協
無
携
を
し
て
し
ま
う
。
い
と
い
う
方
が
多
口
ブ
レ
ー
キ
炉
事
か
な
い
畢
宗
一
万
m
円
以
約
な
気
持
ち
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
り
す
る
こ
と
も
寸
怒
る
で
L
ょ
う
ロ

入
者
お
よ
刊
日
判
制
緩
も
れ
的
方
は
、
次
的
重
に
考
え
る
与
と
が
火
切
で
す
股
訪
問
い
よ
う
で
す
が
、
総
転
車
問
縫
い
担
行
為
?
の
蹴
出
品
応
し
よ
う
。

w
況
に
は
、

M
M
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

事
情
帆
令
官
制
棋
は
が
器
に
殺
人
し
て
ご
遠
出
版
流
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
プ
ル
で
お
困
り
は
も
ふ
〈
前
中
仏
械
に
つ
な
が
り
ま
す
。
。
篠
崎
明
‘
総
帥
別
問
削
機
不
備
(
義
務
づ
け

絡
下
さ
い
俗
的
方
同
州
、
総
工
裁
に
ご
抑
制
談
干
さ
い
。
肉
同
級
車
む
も
轍
臨
時
棋
・
聞
罰
金
ら
れ
て
い
ま
す
禽
〉

仲
間
淡
、
削
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
、
交
通
事
故
死
亡
者
の
闘
い
整
会
主
違
反
に
も
電
線
役
・
以
上
的
措
怖
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

子

ど

も

の

生

年

月

日

司

転

入

月

日

‘

後

紛

余

が

あ

る

の

を

ご

存

知

で

す

か

今

悲

惨

な

事

故

を

一

品

げ

で

も

減

ら

す

よ

ー

ヲ

げ
%
は
出
掛
絞
殺
十

議
(
郵
送
先
)
柏
市
拍
A

一
五
日
批
州
制
的
怖
心
交
差
点
の
お
ザ
均
法
哨
鳩
山
悦
る
叩
万
円
お
互
い
に
十
分
、
一
試
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

療

所

一

一

一

緩

兇

何

時

昨

年

療

の

交

議

事

欽

流

亡

殺

の

十

一

以

下

町

罰

金

、

科

料

(

絞

殺

対

策

課

)

不用品交換コーナーで

野評

カ
ス
、
後
柑
A
.

石
油
を
辻
じ
め
、
裁

物
緩
め
後
上
が
り
が
あ
い
つ
ぐ
な
か
、

広
絞
め
包
必
に
掲
載
中
内
示
!
附
刷
協
間
交

協同コ

i
十
i
L
が
人
気
や
時
ん

rい
ま

す。
昭
和
約
十
八
年
後
率
的
オ

f
ザ
y
ョ

y
ク
鳴
か
お
り
、
機
誌
な
ど
で
一
」
う
い
っ

た
不
納
品
従
換
の
坊
が
設
け
辻
じ
め
ら

れ
て
以
東
、
静
か
な
ブ

i
ム
を
犯
ζ
し

て
い
乏
す
z

事
め
コ

i
ナ
ー
も
総
和
況
十
φ

部間関

月
一
日
号
的
広
報
か
ら
ぬ
ま
り
‘
す
で

に
、
一
繰
り
ま
す
い
入
省
件
.
「
譲
っ

て
下
苦
い
い
千
片
付
を
一
銭
え
、
譲
っ
た
方

じ
も
、
繰
ら
れ
た
品
々
に
も
喜
ば
れ
て
い

ま
灯
、
使
え
る
も
の
は
総
て
な
い
で
，

そ
し
て
欲
し
い
物
も
一
成
ニ
め

3
iナ

i
を
ご
絞
に
な
っ
て
み
て
、
，
綴
仏
判
彬

を
な
き
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

が

融

貯

金

す

る

利

綾

川

援

で

す

が

、

遺

構

白

性

格

付

制

め

に

意

識

的

に

切

断

き

れ

て

る

。

に
は
、
よ
も
ぎ
、
っ
く
し
、
野
像
的
か
的
問
述
内
ご
と
く
‘
堀
立
校
時
略
物
静
及
残
さ
れ
た
こ
文
学
的
縁
体
か
ら
判
断

ら
し
な
な
ど
が
閥
昂
っ
か
り
、
ザ
ク
ニ

y

び
礎
石
濯
物
跡
は
次
め
よ
う
な
特
殺
を
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
中
山
和
然
と
称
さ
れ

ク
の
つ
い
で
に
‘
そ
れ
ら
を
橘
ん
で
い
備
え
て
い
る
b

る
も
め
で
あ
る
。
そ
L
て
喰
初
出
間
同
時
飾

る
家
族
も
中
ー
な
く
あ
り
ま
せ
λ
。
ぺ
叫
絶
叫
粉
齢
的
機
淡
は
、
そ
の
大
半
が
の
お
や
ふ
燃
に
コ
い
て
は
、
際
東
地
方
で

ま
た
、
市
内
、
か
ら
設
い
せ
い
か
、
犬
総
絞
明
、
、
品
車
線
形
態
的
建
物
と
考
え
ら
は
、
総
銭
的
出
土
例
が
報
じ
ら
れ
て
い

市
川
鉄
俳
に
来
る
人
も
い
ま
す
。
れ
、
織
に
瓦
葺
と
も
考
え
ら
れ
る
燃
お
る
め
み
ぞ
あ
る
む

土
、
ま
た
は
砂
利
が
敷
か
れ
た
土
手
銀
築
物
が
あ
る
ロ
街
地
日
本
に
お
け
る
銀
銭
的
山
山
本
附
附
と

は
、
足
廷
に
悪
影
智
者
与
え
な
い
ぜ
い
一
一
‘
棟
方
向
を
簡
単
双
山
開
花
に
そ
ろ
え
る

t
て
は
、
長
野
猿
銭
関
市
機
川
波
跡
凶

か
、
諮
問
貯
の
ジ

a
Mイ
ン
グ
n
i
d
e
え
と
な
と
と
も
に
、
開
削
闘
を
ほ
ぼ
一
定
に
し
て
十
羽
号
仕
居
跡
仁
次
ぐ
ち
の
で
あ
る
ロ

り
ま
す
6

い

る

“

こ

の

他

、

関

滅

的

為

る

遺

物

と

し

て

将
来
は
、
こ
と
税
綴
川
川
内
河
川
敷
に
之
、
船
別
行
八
63
九
メ
ー
ト
ル
内
外
的
組
慨
は
、
内
総
然
、
土
開
式
土
器
、
決
級
品
開

滋
紛
公
欄
酬
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
手
質
問
問
紛
が
多
く
ろ
紛
行
一
…
，
1
メ
ー
ト
ル
、
泌
総
お
よ
び
一
一
一
十
均
一
一
号
建
物
跡
柱
綴
方
時
視

と
持
に
、
和
円
ι孫
子
の
支
で
あ
る
創
刊
機
川
州
問
む
メ

1
1
ん
以
上
町
大
形
綾
一
物
も
移
令
市
中
山
山
土
内
布
百
瓦
合
ど
が
あ
る
が
喰

を

も

ワ

一

度

，

見

渡

し

て

み

ま

ぜ

ん

か

。

寂

す

る

。

瓦

以

外

は

量

的

に

盗

め

て

併

な

く

‘

縫

刻
、
柱
閉
す
法
は
‘
七
口
八
川

M
Kが
土
半
物
跡
的
年
代
決
定
に
熊
紙
約
に
前
与
し

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
後
数
日
八
に
よ
得
る
も
的
は
な
い
。

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
-
し
か
も
一
捷
で
以
上
w

悶
鈴
隊
滋
野
に
お
け
る
建
物

的
校
総
寸
淡
に
談
議
が
あ
ま
り
み
ら
れ
鉾
跡
に
つ
い
て
司
令
臼
知
り
得
る
と
ニ

な

い

。

ろ

を

総

べ

た

が

、

和

銀

関

掠

め

山

山

念

北

米
.
設
刷
出
方
位
、
一
辺
一
メ
ー
ト
ル
付
制
よ
り
担
金
な
〈
と
も
九
号
線
物
跡
だ
け

上
向
指
彩
を
笠
す
る
傘
倒
閣
が
多
く
、
総
は
‘
和
的
問
…

z年
以
降
に
や
牧
草
れ
た
も

あ
び
こ
を
探
る
側

⑧
 

⑮
 ⑧
 

⑮
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日

秀

西

欝

出

i
i
i
千
葉
熟
文
北
欝
セ
ン
タ
ー

中
間
間
報
告
ー
ー
ー

に
湘
抑
制
も
あ
る
c

の
で
あ
る
こ
E
が
開
明
ら
か
に
な
っ
た
絵
、

六
、
こ
れ
ら
磁
物
跡
の
発
録
時
に
お
い
織
物
総
数
か
ら
機
能
停
止
に
軍
一
る
年
代

て
、
遺
構
綴
認
商
で
き
量
的
炭
化
米
が
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
り
、
今
後
的

檎
惑
さ
れ
‘
ま
た
、
技
師
制
労
新
鋭
で
総
時
間
討
に
待
ち
た
い
U

察
さ
れ
た
往
痕
い
も
炭
化
し
た
検
特
と
ま
た
、
援
物
跡
的
検
織
に
つ
い
て
も
、
一

と
も
に
炭
火
未
や
然
化
総
帥
慨
が
レ
ン
ズ
務
遂
の
ご
と
き
特
徴
ゃ
い
餓
え
た
遼
様
相
柑
一

枚
に
琳
殺
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
。
的
発
廷
は
.
磯
山
刊
に
お
い
て
は
初
め
て
一

以
上
的
側
憾
な
締
役
は
、
淡
域
県
古
都
、
で
あ
る
ニ
と
、
き
ら
に
隙
ら
れ
た
範
附
間
一

総
ぬ
燥
機
和
ベ
鈴
木
間
取
繕
品
問
、
織
法
で
的
発
出
抑
線
盗
で
あ
り
、
今
後
、
拡
大
一

朗
潟
勝
な
ど
都
留
遺
跡
に
お
い
て
叩
抹
殺
す
る
こ
と
が
、
怒
申
止
さ
れ
る
遺
跡
炉
、
み
一

と
雲
寺
れ
て
い
る
義
務
に
制
裁
し
る
こ
と
を
ど
主
義
工
と
警
は
で
一

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
き
な
い
が
略
本
泌
勝
に
お
け
る
総
体
制
跡
一

出

土

滋

物

群

出

も

お

代

仙

川

均

w羽
織
に
係
わ
り
の
あ
一

今
問
倒
的
絞
殺
で
出
土
し
た
球
物
は
、
る
一
段
白
押
糾
郡
勝
と
判
中
山
配
す
る
こ
と
が
で
き
一

楽

大

な

緩

い

い

的

ば

り

ま

す

が

、

ほ

と

ん

よ

う

妙

一

ど
が
燃
火
仲
代
続
勝
に
伴
、
フ
も
の
で
あ
り
、
み
り
な
み
に
本
県
町
場
合
、
下
机
略
的
闘
に
…

九
wv雄
物
齢
出
土
の
和
錦
間
期
仲
抑
制
組
銭
以
十
一
部
‘
上
品
仲
間
闘
に
十
一
抑
制
、
後
際
協
…

M

庁
、
連
物
跡
群
に
伴
、
フ
と
考
え
ら
れ
る
に
四
都
、
計
一
十
六
制
酬
が
綴
か
れ
て
い
一

巡
物
は
極
的
て
告
な
い
内
て
、
本
裁
跡
的
所
筏
す
る
地
域
は
、
白
一

こ
の
祁
山
銅
銀
銭
は
、
地
業
時
制
土
的
上
代
律
令
制
下
で
は
、
下
総
間
幽
制
制
湾
総
意
一

景

品

で

た

も

卒

、

勾

要

翼

民

ぎ

れ

る

と

い

わ

れ

て

お

り

一

口

一
一
文
学
舎
殺
し
、
総
的
よ
う
な
も
の
怖
に
今
後
約
検
討
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
"

も
思
t 
eり

1980. 5ョ 16

-奮

ι圃

@まだf車えるものもたくさんあサます。

省エネ時代は、

V
剛
問
い
合
わ
せ
っ
開
閉
七
一
一
六
七
)

三

五

五

襲

撃

一

一

一

歳

児

撃

僚

と

予

の

白

骨

肉

併

繊

同

開

学

校

生

活

や

友

だ

ち

と

の

側

関

寸

は

、

判

割

引

割

引

棒

縞

談

会

め

ん

と

つ

な

ぎ

、

去

の

こ

と
は
自
国
九
す
で
や
る
が
、
い
っ
た
ん
家
に

舗

膨

ノ

園

自

は

ー

i
!識
を

う

お

総

販

売

に

泌

す

る

付

録

れ

ば

、

拷

を

す

る

に

も

親

的

手

を

わ

副
欄
J
ι
U
4
2・
田

園

田

扇

子

一

一

フ

ブ

ん

;

ー

し

ず

ら

わ

し

、

と

に

か

く

自

分

勝

手

な

ゆ

〕

ハ綴輪開
γ

問

診

け

と

ば

か

号

す

る

し

こ

れ

が

、

俗

に

d

H
H
H
5
2
5

紡

闘

附

し

て

き

た

業

者

生

市

役

所

内

問

幾

弁

腿

H

と
い
わ
れ
る
子
供
の
タ
イ
ヅ
で

三
歳
問
問
権
鴻
鵠
岡

2だ
と
勤
途
い
し
て
浄
化
そ

&

7

9

三

歳

叫

ん

健

康

↓

茎

を

昨

部

隊

問

機

、

ア

誌

の

工

事

請

負

契

約

を

緩

ん

行

令

後

日

、

位

向

弁

獲

に

な

る

防

相

綴

は

い

ろ

い

ろ

あ

ン
ケ

1
ト

方

式

で

行

い

ま

す

。

一

一

年

以

内

に

下

水

滋

終

燃

が

待

機

と

な

取

る

よ

ラ

で

十

が

、

甘

や

か

さ

れ

て

育

つ

我

誠

子

泌

を

地

総

む

裁

ま

す

と

τ

東

V
対

象

潟

級

制

刊

ぷ

十

一

年

十

汚

一

白

る

ニ

と

が

わ

か

り

、

ま

た

、

薬

品

告

の

対

転

た

子

供

に

多

い

と

い

わ

れ

ま

す

a

ま
た
、
活

ι後
〈
伸
び
た
形
を
し
て
い
て
、
北

自

MM

か

ら

混

ナ

一

一

年

九

月

一

一

一

十

日

ま

で

に

金

銭

に

絞

殺

が

な

い

の

で

解

約

し

た

い

@

@

部

ぷ

み

の

子

供

k
遊
ぶ
機
会
が
ん
y
d
g
〈
司
は
泌
総
川
、
織
は
手
智
H

沼
と
本
に
開
閉
ま

ま
れ
た
子
ど
も

A
M
時
波
線
操

v

%

は
、
防
相
紙
面
相
に
乗
っ
て
い
た
人
で
す
0

0

お
側
汲
行
事
一
ニ
ケ
ロ
月
以
下
の
懲
役
、
そ
の
た
め
に
遊
び
方
や
集
回
附
生
滋
め
ん
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
a

wv
方
法
対
蒙
者
に
ア
ン
ケ

i
ト
を
滋
索
緩
和
骨
が
留
守
の
た
め
、
業
者
と
の
千
濃
淡
で
は
、
県
民
す
べ
て
の
滋
紙
…
一
一
万
m
門
以
下
町
窮
金

l
ル
が
十
分
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
供
今
回
闘
は
、
そ
の
一
つ
、
利
機
時
的
幾

り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
総
然
、
輪
開
縦
波
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
申
十
棋
の
点
検
祭
儀
、
正
し
い
交
滋
ん

1
ル

0
二
人
乗
り
易
一
方
附
門
以
下
約
削
桝
余
、
も
、
内
弁
庭
に
な
り
や
す
い
ど
い
わ
れ
を
数
者
し
て
み
ま
し
ょ

3
.

鈴

阪

の

必

要

の

あ

る

子

供

に

絞

め

て

選

出

者

か

ら

仲

介

森

一

綴

成

)

に

泌

総

が

め

実

銭

で

寝

転

車

に

よ

る

炎

泌

併

殺

を

科

料

て

い

ま

す

。

五

月

晴

れ

の

緩

い

は

、

ヒ

パ

リ

、

ォ

知

し

ま

す

か

か

る

的

で

然

れ

に

つ

い

ぜ

一

時

、

L
ば
防
ぐ
た
め
に
、
緒
的
月
十
ぷ
日
を
、
「
臨
む
信
号
務
総
尋
ぷ
ヶ
月
以
下
的
懲
役
、
問
問
削
聞
が
子
供
の
い
い
な
り
に
な
っ
て
オ
ヨ
ン
々
リ
、
そ
し
て
小
さ
い
セ
y
カ

H
V

品
開
滋
苧
波
浪
月
中
匂
か
ら
下
怒
ら
く
考
え
た
い
と
め
ニ
と
で
し
作
、
。
転
車
徒
争
的
縫
い
と
し
て
い
ま
す
。
…
一
一
万
閉
門
以
下
抑
制
則
合
い
る
と
、
い
つ
ま
で
止
っ
て
も
湾
、
宏
一
的
が
気
持
よ
く
鳴
き
、
岸
辺
で
は
‘
コ
サ

{
開
明
拘
判
明
品
十
勾
年
十
月
一
臼
か
ら
五
十
〈
治
議
v

あ
な
た
内
総
戦
車
は
、
き
ち
ん
と
登
心
一
時
本
楠
W
止
尋
一
一
…
今
月
以
下
町
懲
役
、
な
行
動
が
と
れ
ず
、
ま
す
ま
す
外
と
山
内
ぞ
‘
ア
サ
サ
ギ
、
ダ
イ
サ
ギ
な
ど
め
本

ム…年一…一月一一
γ
十
一
日
生
ま
れ
」
‘
七
月
数
開
削
減
究
員
に
は
、
氏
名
、
名
称
起
織
し
と
あ
り
ま
す
か
右
そ
し
て
い
つ
も
な
…
…
H
m
門
N
Hふ
?
の
隅
出
金
と
め
ギ
ヤ
ソ
ブ
が
大
き
く
な
ら
な
い
と
認
が
、
品
サ
を
つ
つ
い
て
い
ま
す
。

千
切
か
ら
八
月
上
匂
(
裕
和
五
十
二
専
よ
ぴ
描
同
誌
の
緩
鋭
的
明
一
部
が
義
務
づ
け
炎
滋
一
ル
|
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
。
。
駄
委
理
反
易
五
万
m
円
以
下
的
納
品
市
も
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
家
畿
で
は
、
約
分
巡
が
良
け
れ
ば
、
カ
サ
ノ
コ
ウ
め
滞
在
約

四
月
五
か
ら
九
丹
一
二
十
羽
ゑ
ま
れ
)
ら
れ
て
い
ま
す
ら
契
約
に
胤
附
し
て
川
町
寸
自
転
車
に
来
る
在
、
ど
う
も
綴
分
。
無
澄
火
易
一
一
芳
m
門
以
下
の
総
念
の
こ
と
は
、

8
家
、
す
る
と
い
、
っ
原
点
い
た
η
ヘ
齢
制
、
つ
号
、
的
療
を
見
つ
け
た

諜
昭
和
五
十
五
年
m
m
n
…
m
m
M
M
滅
的
転
そ
の
議
日
聞
が
卒
殺
に
お
療
か
ど
う
か
協
無
携
を
し
て
し
ま
う
。
い
と
い
う
方
が
多
口
ブ
レ
ー
キ
炉
事
か
な
い
畢
宗
一
万
m
円
以
約
な
気
持
ち
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
り
す
る
こ
と
も
寸
怒
る
で
L
ょ
う
ロ

入
者
お
よ
刊
日
判
制
緩
も
れ
的
方
は
、
次
的
重
に
考
え
る
与
と
が
火
切
で
す
股
訪
問
い
よ
う
で
す
が
、
総
転
車
問
縫
い
担
行
為
?
の
蹴
出
品
応
し
よ
う
。

w
況
に
は
、

M
M
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

事
情
帆
令
官
制
棋
は
が
器
に
殺
人
し
て
ご
遠
出
版
流
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
プ
ル
で
お
困
り
は
も
ふ
〈
前
中
仏
械
に
つ
な
が
り
ま
す
。
。
篠
崎
明
‘
総
帥
別
問
削
機
不
備
(
義
務
づ
け

絡
下
さ
い
俗
的
方
同
州
、
総
工
裁
に
ご
抑
制
談
干
さ
い
。
肉
同
級
車
む
も
轍
臨
時
棋
・
聞
罰
金
ら
れ
て
い
ま
す
禽
〉

仲
間
淡
、
削
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
、
交
通
事
故
死
亡
者
の
闘
い
整
会
主
違
反
に
も
電
線
役
・
以
上
的
措
怖
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

子

ど

も

の

生

年

月

日

司

転

入

月

日

‘

後

紛

余

が

あ

る

の

を

ご

存

知

で

す

か

今

悲

惨

な

事

故

を

一

品

げ

で

も

減

ら

す

よ

ー

ヲ

げ
%
は
出
掛
絞
殺
十

議
(
郵
送
先
)
柏
市
拍
A

一
五
日
批
州
制
的
怖
心
交
差
点
の
お
ザ
均
法
哨
鳩
山
悦
る
叩
万
円
お
互
い
に
十
分
、
一
試
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

療

所

一

一

一

緩

兇

何

時

昨

年

療

の

交

議

事

欽

流

亡

殺

の

十

一

以

下

町

罰

金

、

科

料

(

絞

殺

対

策

課

)

不用品交換コーナーで

野評

カ
ス
、
後
柑
A
.

石
油
を
辻
じ
め
、
裁

物
緩
め
後
上
が
り
が
あ
い
つ
ぐ
な
か
、

広
絞
め
包
必
に
掲
載
中
内
示
!
附
刷
協
間
交

協同コ

i
十
i
L
が
人
気
や
時
ん

rい
ま

す。
昭
和
約
十
八
年
後
率
的
オ

f
ザ
y
ョ

y
ク
鳴
か
お
り
、
機
誌
な
ど
で
一
」
う
い
っ

た
不
納
品
従
換
の
坊
が
設
け
辻
じ
め
ら

れ
て
以
東
、
静
か
な
ブ

i
ム
を
犯
ζ
し

て
い
乏
す
z

事
め
コ

i
ナ
ー
も
総
和
況
十
φ

部間関

月
一
日
号
的
広
報
か
ら
ぬ
ま
り
‘
す
で

に
、
一
繰
り
ま
す
い
入
省
件
.
「
譲
っ

て
下
苦
い
い
千
片
付
を
一
銭
え
、
譲
っ
た
方

じ
も
、
繰
ら
れ
た
品
々
に
も
喜
ば
れ
て
い

ま
灯
、
使
え
る
も
の
は
総
て
な
い
で
，

そ
し
て
欲
し
い
物
も
一
成
ニ
め

3
iナ

i
を
ご
絞
に
な
っ
て
み
て
、
，
綴
仏
判
彬

を
な
き
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

が

融

貯

金

す

る

利

綾

川

援

で

す

が

、

遺

構

白

性

格

付

制

め

に

意

識

的

に

切

断

き

れ

て

る

。

に
は
、
よ
も
ぎ
、
っ
く
し
、
野
像
的
か
的
問
述
内
ご
と
く
‘
堀
立
校
時
略
物
静
及
残
さ
れ
た
こ
文
学
的
縁
体
か
ら
判
断

ら
し
な
な
ど
が
閥
昂
っ
か
り
、
ザ
ク
ニ

y

び
礎
石
濯
物
跡
は
次
め
よ
う
な
特
殺
を
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
中
山
和
然
と
称
さ
れ

ク
の
つ
い
で
に
‘
そ
れ
ら
を
橘
ん
で
い
備
え
て
い
る
b

る
も
め
で
あ
る
。
そ
L
て
喰
初
出
間
同
時
飾

る
家
族
も
中
ー
な
く
あ
り
ま
せ
λ
。
ぺ
叫
絶
叫
粉
齢
的
機
淡
は
、
そ
の
大
半
が
の
お
や
ふ
燃
に
コ
い
て
は
、
際
東
地
方
で

ま
た
、
市
内
、
か
ら
設
い
せ
い
か
、
犬
総
絞
明
、
、
品
車
線
形
態
的
建
物
と
考
え
ら
は
、
総
銭
的
出
土
例
が
報
じ
ら
れ
て
い

市
川
鉄
俳
に
来
る
人
も
い
ま
す
。
れ
、
織
に
瓦
葺
と
も
考
え
ら
れ
る
燃
お
る
め
み
ぞ
あ
る
む

土
、
ま
た
は
砂
利
が
敷
か
れ
た
土
手
銀
築
物
が
あ
る
ロ
街
地
日
本
に
お
け
る
銀
銭
的
山
山
本
附
附
と

は
、
足
廷
に
悪
影
智
者
与
え
な
い
ぜ
い
一
一
‘
棟
方
向
を
簡
単
双
山
開
花
に
そ
ろ
え
る

t
て
は
、
長
野
猿
銭
関
市
機
川
波
跡
凶

か
、
諮
問
貯
の
ジ

a
Mイ
ン
グ
n
i
d
e
え
と
な
と
と
も
に
、
開
削
闘
を
ほ
ぼ
一
定
に
し
て
十
羽
号
仕
居
跡
仁
次
ぐ
ち
の
で
あ
る
ロ

り
ま
す
6

い

る

“

こ

の

他

、

関

滅

的

為

る

遺

物

と

し

て

将
来
は
、
こ
と
税
綴
川
川
内
河
川
敷
に
之
、
船
別
行
八
63
九
メ
ー
ト
ル
内
外
的
組
慨
は
、
内
総
然
、
土
開
式
土
器
、
決
級
品
開

滋
紛
公
欄
酬
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
手
質
問
問
紛
が
多
く
ろ
紛
行
一
…
，
1
メ
ー
ト
ル
、
泌
総
お
よ
び
一
一
一
十
均
一
一
号
建
物
跡
柱
綴
方
時
視

と
持
に
、
和
円
ι孫
子
の
支
で
あ
る
創
刊
機
川
州
問
む
メ

1
1
ん
以
上
町
大
形
綾
一
物
も
移
令
市
中
山
山
土
内
布
百
瓦
合
ど
が
あ
る
が
喰

を

も

ワ

一

度

，

見

渡

し

て

み

ま

ぜ

ん

か

。

寂

す

る

。

瓦

以

外

は

量

的

に

盗

め

て

併

な

く

‘

縫

刻
、
柱
閉
す
法
は
‘
七
口
八
川

M
Kが
土
半
物
跡
的
年
代
決
定
に
熊
紙
約
に
前
与
し

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
後
数
日
八
に
よ
得
る
も
的
は
な
い
。

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
-
し
か
も
一
捷
で
以
上
w

悶
鈴
隊
滋
野
に
お
け
る
建
物

的
校
総
寸
淡
に
談
議
が
あ
ま
り
み
ら
れ
鉾
跡
に
つ
い
て
司
令
臼
知
り
得
る
と
ニ

な

い

。

ろ

を

総

べ

た

が

、

和

銀

関

掠

め

山

山

念

北

米
.
設
刷
出
方
位
、
一
辺
一
メ
ー
ト
ル
付
制
よ
り
担
金
な
〈
と
も
九
号
線
物
跡
だ
け

上
向
指
彩
を
笠
す
る
傘
倒
閣
が
多
く
、
総
は
‘
和
的
問
…

z年
以
降
に
や
牧
草
れ
た
も

あ
び
こ
を
探
る
側

⑧
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 ⑧
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日

秀

西

欝

出

i
i
i
千
葉
熟
文
北
欝
セ
ン
タ
ー

中
間
間
報
告
ー
ー
ー

に
湘
抑
制
も
あ
る
c

の
で
あ
る
こ
E
が
開
明
ら
か
に
な
っ
た
絵
、

六
、
こ
れ
ら
磁
物
跡
の
発
録
時
に
お
い
織
物
総
数
か
ら
機
能
停
止
に
軍
一
る
年
代

て
、
遺
構
綴
認
商
で
き
量
的
炭
化
米
が
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
り
、
今
後
的

檎
惑
さ
れ
‘
ま
た
、
技
師
制
労
新
鋭
で
総
時
間
討
に
待
ち
た
い
U

察
さ
れ
た
往
痕
い
も
炭
化
し
た
検
特
と
ま
た
、
援
物
跡
的
検
織
に
つ
い
て
も
、
一

と
も
に
炭
火
未
や
然
化
総
帥
慨
が
レ
ン
ズ
務
遂
の
ご
と
き
特
徴
ゃ
い
餓
え
た
遼
様
相
柑
一

枚
に
琳
殺
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
。
的
発
廷
は
.
磯
山
刊
に
お
い
て
は
初
め
て
一

以
上
的
側
憾
な
締
役
は
、
淡
域
県
古
都
、
で
あ
る
ニ
と
、
き
ら
に
隙
ら
れ
た
範
附
間
一

総
ぬ
燥
機
和
ベ
鈴
木
間
取
繕
品
問
、
織
法
で
的
発
出
抑
線
盗
で
あ
り
、
今
後
、
拡
大
一

朗
潟
勝
な
ど
都
留
遺
跡
に
お
い
て
叩
抹
殺
す
る
こ
と
が
、
怒
申
止
さ
れ
る
遺
跡
炉
、
み
一

と
雲
寺
れ
て
い
る
義
務
に
制
裁
し
る
こ
と
を
ど
主
義
工
と
警
は
で
一

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
き
な
い
が
略
本
泌
勝
に
お
け
る
総
体
制
跡
一

出

土

滋

物

群

出

も

お

代

仙

川

均

w羽
織
に
係
わ
り
の
あ
一

今
問
倒
的
絞
殺
で
出
土
し
た
球
物
は
、
る
一
段
白
押
糾
郡
勝
と
判
中
山
配
す
る
こ
と
が
で
き
一

楽

大

な

緩

い

い

的

ば

り

ま

す

が

、

ほ

と

ん

よ

う

妙

一

ど
が
燃
火
仲
代
続
勝
に
伴
、
フ
も
の
で
あ
り
、
み
り
な
み
に
本
県
町
場
合
、
下
机
略
的
闘
に
…

九
wv雄
物
齢
出
土
の
和
錦
間
期
仲
抑
制
組
銭
以
十
一
部
‘
上
品
仲
間
闘
に
十
一
抑
制
、
後
際
協
…

M

庁
、
連
物
跡
群
に
伴
、
フ
と
考
え
ら
れ
る
に
四
都
、
計
一
十
六
制
酬
が
綴
か
れ
て
い
一

巡
物
は
極
的
て
告
な
い
内
て
、
本
裁
跡
的
所
筏
す
る
地
域
は
、
白
一

こ
の
祁
山
銅
銀
銭
は
、
地
業
時
制
土
的
上
代
律
令
制
下
で
は
、
下
総
間
幽
制
制
湾
総
意
一

景

品

で

た

も

卒

、

勾

要

翼

民

ぎ

れ

る

と

い

わ

れ

て

お

り

一

口

一
一
文
学
舎
殺
し
、
総
的
よ
う
な
も
の
怖
に
今
後
約
検
討
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
"
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から40寺30分

@話器高時 4目的1週間近議センタ…

〈主主主ざしあ肉i訓告仁ド央公訳書窓〉

多吉守回定員詰淡運委設そご31'ヨ29日に

終え、充実レ主主主主義妻宅iすっていきま

すむさらにごω狗唱を11;1ブ霊祭文化
ol1'llJ二校長期めどめ'!R.の要領ぞ言語終
を著書室露し主主答。

砂霧車農H…ト 女声(メゾソプラ

ノむト〉 勇i'a(1 ¥ス・バリ

トン・テノ jし〉

訴か機器第1

48濯己の午後6務総長まから9詩

mf主会露大会議慾機器
修ま軍主n61'ヨ1自転ヨ務セ!こ高纏宮85
W59tt弾事務官84-7日61へ

事'B絞 6碍1日のがう24絞め災・
縁日のち回

T>I蜜語耳 滋~t:色堅手主専務

が善寺島幸 午前10在者から午

砂重警濁 100号〈芸誌険料その他〉

t>入量主 総務 (1主要事寄多額の場合

は拍ぜん〉

砂申めih 61'ヲミヲEヨ午言U10F寺
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得1し込みさ当日、/

{主主可、年齢、
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我孫子悶便事置

砂話再滋賀担 新ヰミ:1228蓬皇室の1
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廷、対芸課僚にはさきel遠望召しておりを表

す文了、総力、おいたわ主主主翠じついて

i革、 発議総書室へ連絡〕てく三ざささい。
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